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,-

要
会
のボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
益
器
. 

て
早
一年
に
な
要
し
た
。 

・
こ
の
一年
で
Fさ
ん
、 Kさ
ん

ぉ二人
の、農
空

さ
せて
ぃ

ただ
ー
嬉
し
い日、
楽
し
い日

悲
し
い
日
と
そ
れ
ぞ
れ
書

し
た
。

嬉
し
い
日
と
は
、
自著
さ
ん
の

す
こ
ぶ
る
寧
の良
い
時
は
こ
の

上
な
い
私
の
喜
び
で
主
李

.楽
し
い
日
と
は
、
座
席
の
後
ろ

か
ら
、
自著
さ
ん
と
重

要

わすュニークな話-
、自分の

過
去
のお
元
気
だ
った
こ
ろ
の
話

無

息
です。

'悲
し
い
日と
は
、 Fさ
んが
私

の基
の
日
に、
突
然悲
r)い知

ら
差
f
た
時
です
。 こ
の時

には一要
基

かれた様な気
持
ち
で
し
た
。 読
書
好
き
の
F
さ
. 

ん
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
基

々
あ
・ 

要
した。

. 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
.通
じ
表
々
｠
"
・ 

の出
会
い、別れ、
一期
一.A系
｠
"

一あ
要
し
た
。 こ
の方
と々
の触
' 

れ
合
い
善

に
し
て行
建
い
.・ 

と
思
い;
。

.

二
千
年
に
g
て賽

｠
"

導
入
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
多
く
のボ
., 

-7ンティァを必言すー-・

--.:i.-」.l.l-..:

・一

だ
と
思
い;
。 

-

''ll'l・
.;.l
:

....

..-
一

｠
"・私の
健
康
のT
限
り
い
っま
・ 

でも
.こ
の
「さ
わ
や
か
」
ボ
ラ
ン
.・' 

テ
ィァ
の
基

さ
せ
て
ぃ
た
だ
｠
"

'く
所
存
です
。

. 

慧

の種

量
及会
の皆

使
4重

よ
ろ
し
く
お
願
い
.. 

いた
;

。

. 

偽
善
でな
く
.

一人
間
ら
し
い一基

「さ
わ
や
か
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
.

小
倉
北
区
黎
明
ち
ゃ
ん

これ
ま
で
私
は
、
福
祉
や
ボ
ラ

ンテ
ィアと
いう
一基
に対
し、

偽
書
的
な
も
の書

て
いま
し

た
。
皆
さ
ん
はe
つで求
?

し
かし
、
義

の学習
( 

福
祉
.の
歴
史
や
心
理
学
な
ど
)
に

ょ与
ぇがf

た。 
基
率
差

と呼ぶそぅ

で、
な
る
ほ
ど
、今
な
お
業

要

うだ
し、
.A甚
の中

な
ど
身
近
な
所
に主
票

。 

世
界中
の警

元
は
そ
こ
に

あるわけで…・

た
だ
、
人間
に華

の立場

g
ーて差言
です

そ
れ
を
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
( 
持
って
い
;
。 そ
ん
な
や
さ
し

｠
"
さ
や
ふ
れ
あ
い
の力
毒
った
生

)
.

'
 

, 

望

飛
び

量

か
ら
こそ
、

・ 

こ
ぇ
額

程
る
こ
と
が
出
:

来
る
のだ
と
思
い
;
。

'

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
は
・ 

r金
がぉ互ぃに合
らと

ぁ
るた
め
の言

ら
し
ぃ行

為
な
のだ
」主
選
管
ていま

す
。 時
に偽
善
基
要
る
こ
と
が
. 

あ
った
とし
てー
晶
す
る心

が第
基
嗜
らし
ぃコミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
る
と
信
. 

じ
て
い;
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の皆
さ
ん
、
頑
' 

張
り
ま
し
ょ
う
。 警

. 

す
。 

｠
"

ポ1ル
が
な. か
つ. 
たの
で、
ジ

ユ
1 ス

系

系

知
識
よ
り
体
験
｠
"

大
切
な
何
か
が
あ
る
、、

「さ
わ
や
か
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

八
幡
西
区
野
崎

日早
一' 
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月
に
一回
お
こ
が
ま
し
い
よ
う
:- 

なボ
ラ
ン
テ
ィア
でー
文
の
一・ 

子
育
て
に追
表
最
には
一蛋
｠
"

の産
。
家
族
に
も
こ
の器
ち
一

を

理

ー

て

ー

ぃ

。

,

・

本
で得
る
こと
より
、
認
で
' 

読むことより、資
-何れ一モ
.｠
"

感
じ
ら
れ
そ
う
です
。
美
事

一 

供
患

を
見
っけ
てW

' 
う
と考
え
て
い;
。

l. 

｠
"
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
将

来
のボ
ラ
ン
テ
ィ
ア基

し
た

い
と
思
っ
て
いま
す
。
生
品と

子
供
が
いま
す
。 

も
っ癌

警

か
、
色
々
:一

交流の變器
してー
いの一 

です
。
ぉ
手
伝
い
大
整
基

一

持
ち
回
り
で
も
い
い
の
です
。
少
.

し
考え
てー
い
の
です
。

・ 
※第1 0回 ポランティア
時 ; 1 1 月 2 1 日 1 0 時力、ら
所 ; 八幡ロイヤルホテル
内容; ボランティア ・トーク・ 
好き勝手に忌憚なくおしゃべりしま.しよう

時半から楽しい会食夕イムを持ちますl -
l -- 

怖
わ~
い話
.' 

「さ
わ
や
か
」
職
員

寄
友
絹
枝
'・

f要

海
町

場
所は、

・成

田
山
の
登
り
口
に
あ
り
、
そ
の名

も
・・・
「中
つれ
い坂」ゾ~

話
に
よ
る
f
下
り
坂
で
あ
る

のに、
下
方
にボ
ール
を
f
と

な
ん
と
ボ
ー
ル
が
上
っ
て
く
る
と

いう
の
であ
る。

以
前
か
ら
噂
は
聞
い
て
い
た
が

9月
の25
日
っぃ基

でき
る
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
。 

｠"ia,
差で
ゆ':l

i 

表l

j  

た

r

言

ぃ坂
v〕と
の豪

ぁ

-oた。

'

そ表

でぁ
る
。

さ
っ

と
こ系
、萎
文
で行
った

のが気
に入
｠
"
基
い
のか
、議

が
決
ま
って
い
る
の
か
、
下
り板

e 
簿・jt.,,

/ 

ー

で
は
上
ら
な

か
った
の
で
あ
る

0

,'後日、雖
認
の者
っ
一算
有

こう
と
い-つこと
に
な
った。
又

言
震の
力
が
あ
:fi
こ
わSい
話で

rっ
ぶ
や
き
カ
ー
ド
」
に
投
稿
あ

り
が
と
｠
"
つご
ざ
い
ま
し
た
。
・

利
用
者
の
方
の
、
投
稿
も
、
お
願

い
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
カ
ー
ド
に
、

っ
ぶ
や
い
て
く
だ
さ
い'。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


